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図1(a) 風向・風速 (3.15)
13 1-l 
川 10 W 30 40 GO 00 10 W 00 40 
図1(b) 風向・風速 (3.26)
表4 臭気濃度の測定結果
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1 -nklnD十K (1) 
1 :強度， D 距離， n，k，K:定数






図2(a) 調査結果の図示 (3.15) 県道春日井小牧線
風速3m/s 
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D: No. 5， 7ボイラーからの距離 (m)























3.6 200 430 (24) 
3.3 250 500 (23) 




2.2 630 880 (チ)
1.1 900 1120 (12) 




強 度 Ji!g 4.61ogD +一一96一0一 1400 (1) D D 
4. 610g D十一
D D 
2.6 200 430 (24) 15. 38 15. 36 
2.7 300 440 (イ) 14. 61 15. 32 
3.8 480 690 (Y) 14. 33 15. 09 
3.8 480 720 (25) 14. 33 15. 10 
2.7 600 760 (ホ) 14. 39 15. 09 
2.6 770 1000 (14) 14. 53 15. .20 
2.8 850 1030 (ニ) 14. 61 15. 21 
3.1 1260 1460 (へつ 15. 02 15. 50 
2.3 1500 1720 (ト) 15. 27 15. 71 
3.2 1600 1820 (ヨ) 15. 32 。15.77 
0.8 1850 2080 (ワ) 15. 56 15. 94 
1.8 2240 2460 (カ) 15. 84 16. 16 
表8
D: No.5， 7ボイラーからの距離 (m)
D:No.1， 2， 9ボイラーとNo.5，7ボイラーの中点からの距離 (m)
すると下の如く書き表わすことができる.
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これを Weber-Fechnerの法則 (l=klnC+α，k，α: 
定数)と組み合わせると，次式
1=-k (4.6 log X+子)+ 10， 
(3) 
/ 且、 /メ丘、

















10 = k (2.3 log A +壬〉
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3.91ogC十 αが成立する (α:定数). 
終り lこのぞみ，今回の調査の実施および結果の考察に
関し，春日井市王子公害対策協議会ならびに春日井市役
所環境部の方々さらに愛知工業大学応用化学科学生有志
諸君のと協力を仰ぎ，また春日井市保健所から気象観測
記録を得た旨を記し，これらの各伎に謝意を表する.
